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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　発光素子を光源とする光源部と；
　前面側に前記光源部が配設されるとともに、背面側から立設され略中央部を中心として
中央部から外周方向へ向かって放射状に形成され中央部で接続された複数の支柱と、背面
側から立設され前記複数の支柱における隣接する壁面側から外周方向へ向かって相互に離
間し、かつ略平行であるとともに、前記複数の支柱のいずれかとも略平行に形成された複
数の放熱フィンとを有する放熱部材と；
　を具備することを特徴とする照明器具。
【請求項２】
　前記支柱と放熱フィンとは、一体的に形成されていることを特徴とする請求項１に記載
の照明器具。
【請求項３】
　前記放熱フィンの背面側端部には、端子台が取付けられた取付部材が、前記放熱部材の
背面側における中央部まで延出することなく載置されるように配設されていることを特徴
とする請求項１又は請求項２に記載の照明器具。
【請求項４】
　前記支柱の外周側には、照明器具本体取付用の取付支持手段が取付け可能な取付面が形
成されていることを特徴とする請求項１乃至請求項３のいずれか一に記載の照明器具。
【発明の詳細な説明】
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【技術分野】
【０００１】
　本発明の実施形態は、光源としてＬＥＤ等の発光素子を用い、その光源の放熱性を向上
できる照明器具に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近時、ＬＥＤ等の発光素子の高出力化、高効率化及び普及化に伴い、光源として発光素
子を用いて長寿命化が期待できる照明器具が開発されている。例えば、ダウンライトの光
源としてＬＥＤが用いられるようになってきている。
【０００３】
  ＬＥＤ等の発光素子は、その温度が上昇するに従い、光の出力が低下し、耐用年数も短
くなる。このため、ＬＥＤやＥＬ素子等の固体発光素子を光源とする照明器具にとって、
耐用年数を延したり発光効率等の特性を改善したりするために、発光素子の温度が上昇す
るのを抑制することが必要である。
【０００４】
　このため、光源としてＬＥＤを用いた照明器具は、熱伝導性を有する本体の前面側（光
の照射面側）に光源部を配設し、背面側に複数の放熱フィンを設け、放熱性を促進し、発
光素子の温度上昇の抑制を図っている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２０１０－７３６５４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、ＬＥＤ等の発光素子の高出力化に伴い、さらに放熱性が要求される場合
、本体を大形化したり、各放熱フィンの高さ寸法を大きくしたりして放熱性を向上する必
要がある。このため、照明器具が大形化してしまう傾向となる。
【０００７】
　本発明は、上記課題に鑑みなされたもので、大形化を抑制するとともに、放熱性の向上
を図ることにより発光素子の温度上昇を効果的に抑制する照明器具を提供することを目的
とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明の実施形態による照明器具は、発光素子を光源とする光源部と、前面側に前記光
源部が配設されるとともに、背面側から立設され略中央部を中心として中央部から外周方
向へ向かって放射状に形成され中央部で接続された複数の支柱と、背面側から立設され前
記複数の支柱における隣接する壁面側から外周方向へ向かって相互に離間し、かつ略平行
であるとともに、前記複数の支柱のいずれかとも略平行に形成された複数の放熱フィンと
を有する放熱部材とを備えている。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明の実施形態によれば、放熱性を向上することができ、発光素子の温度上昇を効果
的に抑制することができる照明器具を提供することが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】本発明の第１の実施形態に係る照明器具を示す斜視図である。
【図２】同照明器具を背面側から見て示す斜視図である。
【図３】同照明器具を示す正面図である。
【図４】同照明器具を背面側から見て示す平面図である。
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【図５】同照明器具を前面側から見て示す平面図である。
【図６】図４中、Ｙ－Ｙ線に沿って示す一部（光源部等を除く）断面図である。
【図７】同照明器具における放熱部材を背面側から見て示す平面図である。
【図８】同照明器具における放熱部材を示す正面図である。
【図９】放熱部材の変形例を背面側から見て示す平面図である。
【図１０】本発明の第２の実施形態に係る照明器具を示す斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　以下、本発明の第１の実施形態に係る照明器具について図１乃至図９を参照して説明す
る。各図において同一部分には同一符号を付し、重複した説明は省略する。
　本発明の実施形態に係る照明器具は、天井に埋め込んで設置するタイプのダウンライト
である。
【００１２】
　ダウンライトは、図１に示すように、放熱部材である器具本体１と、光源部２と、配光
部材３と、カバー部材４と、器具本体取付用の取付支持手段としての取付けばね５と、端
子台取付用の取付部材６と、図示しない電源ユニットとを備えている。
【００１３】
　器具本体１は、熱伝導性を有していて、熱伝導性の良好な材料、例えば、アルミニウム
合金製のダイカスト成形で作られている。この器具本体１の前面側（光の照射面側）には
、光源部２が配設されている。
【００１４】
　図１、図２、図７及び図８に示すように、器具本体１は、ベース部１１と、このベース
部１１の背面側から鉛直方向に立設するように形成された複数の支柱１２と、同様に、ベ
ース部１１の背面側から鉛直方向に立設するように形成された複数の放熱フィン１３とを
有している。これらベース部１１、支柱１２及び放熱フィン１３は、一体的に形成されて
いる。
　ベース部１１は、略円形の板状に形成されている。このベース部１１の前面側には、詳
細を後述する光源部２が熱的に結合されて配設されている。
【００１５】
　図７に代表して示すように、支柱１２は、ベース部１１の略中央部を中心として中央部
から外周方向へ向かって延出し、放射状に形成されている。具体的には、支柱１２は、ベ
ース部１１の略中央部を中心として略１２０度の角度を空けて略等間隔に形成されており
、つまり、３つの支柱１２が中央部で接続されて放射状に形成されている。
【００１６】
　放熱フィン１３は、複数の支柱１２における隣接する壁面１２ａ側から外周方向へ向か
って延出し、相互に所定の間隔を空けて離間し、かつ各放熱フィン１３は、相互に略平行
に配置された態様をなしている。また、各放熱フィン１３は、複数の支柱１２のいずれか
とも略平行に配置されている。具体的には、各放熱フィン１３と対向してベース部１１の
略中央部から反対側に延出する支柱１２とも略平行に配置されている。
【００１７】
　したがって、隣接する支柱１２における壁面１２ａ間に複数の放熱フィン１３、具体的
には、７個の放熱フィン１３が配設されている。これを一つのブロックとすると、三つの
ブロックが形成されて、２１個の放熱フィン１３が配設されている。
【００１８】
　このように支柱１２が外周方向へ向かって放射状に形成され、放熱フィン１３が外周方
向へ向かって、相互に離間して略平行に形成されることにより、全周にわたって各放熱フ
ィン１３間において通気路Ｖが形成され確保されるようになる。また、ベース部１１の中
央部においても、放熱フィン１３が相互に離間して略平行に形成されることにより、一定
間隔の通気路Ｖが形成され確保されるようになる。
【００１９】
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　また、支柱１２の外周側には、照明器具本体取付用の取付けばね５が取付け可能な取付
面１４が形成されている。この取付面１４は、取付けばね５が安定して固定されるように
平面状をなしている。
　なお、器具本体１の全表面には、輻射率を向上し、放熱量を増大するため、アルマイト
処理を施すことが好ましい。
【００２０】
　次に、光源部２は、発光モジュールであり、詳細な図示は省略するが、基板と、基板の
表面側に実装された発光素子としての複数のＬＥＤのベアチップと、この複数のＬＥＤの
ベアチップ上を覆うように塗布された蛍光体を含有した封止樹脂層と、前記基板が取付け
られた熱伝導性の取付板とを備えている。
【００２１】
　基板は、本実施形態では、良好な熱伝導性を有するアルミニウム製の平板で構成されて
いる。複数のＬＥＤのベアチップには、例えば、白色系の光を発光部で発光させるために
、青色の光を発するものが用いられている。封止樹脂層は、透光性合成樹脂、例えば、所
定の弾性を有する透明シリコーン樹脂製であり、ＹＡＧ：Ｃｅ等の蛍光体を適量含有した
蛍光体層である。蛍光体は、ＬＥＤが発する光で励起されて、ＬＥＤが発する光の色とは
異なる色の光を放射する。ＬＥＤが青色光を発する本実施形態では、白色光を出射できる
ようにするために、蛍光体には青色の光とは補色の関係にある黄色系の光を放射する黄色
蛍光体が使用されている。
　なお、光源としての発光素子としては、表面実装型のＬＥＤパッケージを用いるように
してもよく、格別その形態が限定されるものではない。
　このような発光モジュールは、熱伝導性の取付板が器具本体１の前面側に接触するよう
に配設され熱的に結合されている。
【００２２】
　この光源部２の前面側には、円筒状のホルダーに取付けられた透光性を有するカバー部
材４が光源部２を覆うように配設されている。このカバー部材４は、円形状であり、拡散
処理されたポリカーボネート等の合成樹脂材料によって形成されている。
【００２３】
　配光部材３は、円筒状部を有し、この円筒状部から前面側へ向かって拡開するように傾
斜状に形成されている。配光部材３は、例えば、ポリカーボネートやＡＢＳ樹脂等の合成
樹脂材料から形成されており、白色を呈している。また、配光部材３には、前面側に向か
うに従い広がった略円形の開口端部に、化粧枠として外周方向に延びる環状のフランジ３
１が一体に形成されている。
【００２４】
　このように構成された配光部材３は、前記光源部２の周囲を囲むように配設されている
。配光部材３は、前面側へ向かって広がる傾斜状の形態によって、光源部２から出射され
る光を配光制御する機能を有する。例えば、グレアを抑制する機能を有する。
　器具本体取付用の取付支持手段としての取付けばね５は、配光部材３の開口側外周部に
略１２０度の等間隔を空けて３箇所に取付けられている。
【００２５】
　端子台取付用の取付部材６は、亜鉛めっき鋼板等の金属製の板状材から形成され、略四
角形状であり、裏側に端子台６１が取付けられている。この端子台６１には、電源ユニッ
トから導出される電源線や信号線等が接続される。
【００２６】
　取付部材６は、その一端側が放熱フィン１３に取付けられている。具体的には、取付部
材６は、放熱フィン１３における背面側端部に、前記放熱部材１の背面側における中央部
まで延出することなく載置されるように取付けられている。
【００２７】
　したがって、取付部材６は、放熱フィン１３が形成する通気路Ｖを背面側において閉塞
しないように、つまり、背面側を全面的に覆わないように、一部の通気路Ｖを残して、通
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気路Ｖが確保されるように取付けられている。
　このため、通気路Ｖによって外周側から空気が流入して背面方向へ上昇気流となるよう
な対流が確保される。
【００２８】
図示いない電源ユニットは、商用電源に接続され、点灯回路や接続端子を備えており、前
記端子台６１を介して光源部２である発光モジュールと電気的に接続されている。点灯回
路は、例えば、全波整流回路の出力端子間に平滑コンデンサを接続し、この平滑コンデン
サに直流電圧変換回路及び電流検出手段を接続して構成されている。これにより発光モジ
ュールに電力が供給され、発光素子が点灯制御される。この電源ユニットは、天井の裏側
に設置されるようになっている。
【００２９】
　このようなダウンライトの設置にあたっては、電源ユニットを埋込穴から挿入し、天井
裏に配置する。次に、取付けばね５を両手で弾性力に抗して押し窄めるように操作して、
器具本体１を支えながら埋込穴から挿入する。器具本体１が埋込穴に挿入されるに伴い、
手を離し器具本体１を押し上げる。これにより、取付けばね５が外側方向に復帰して天井
裏面に当接し、この弾性力によって器具本体１が上方に引き上げられて、配光部材３のフ
ランジ３１が埋込穴の周縁に圧接され、器具本体１が天井面に設置される。
【００３０】
　次に、本実施形態の作用を説明する。電源ユニットに通電されると、光源部２の発光モ
ジュールに電力が供給されることによって、発光素子が発光する。各発光素子から出射さ
れた光の多くは、透光性のカバー部材４を透過して前方に照射される。そして、これら前
方に照射された光は、配光部材３によって全体的に配光制御されて前面側へ照射される。
【００３１】
　発光素子の発光中は熱が発生する。発光素子から発生する熱は、主として発光モジュー
ルの裏面側から器具本体１へ伝わる。この熱は、器具本体１のベース部１１から支柱１２
及び放熱フィン１３に伝導され、各放熱フィン１３が相互に離間し、略平行に配置された
ことにより形成された通気路Ｖに作用する対流を伴って放熱される。
【００３２】
　この場合、器具本体１の全周にわたって各放熱フィン１３間において通気路Ｖが形成さ
れているので、全周から空気が流入し背面方向へ上昇気流となって対流が生じる。また、
発光モジュールから発生する熱によってベース部１１の中央部の温度が上昇する傾向とな
るが、中央部においても、一定間隔の通気路Ｖが確保されているので、対流が作用し、放
熱効果を高めることが可能となる。
【００３３】
　また、支柱１２と放熱フィン１３とは、一体的に形成されているので、放熱フィン１３
には、ベース部１１側から熱が伝導されるとともに、支柱１２からも熱が伝導され、放熱
性の向上が期待できる。
【００３４】
　さらに、取付部材６は、放熱フィン１３が形成する通気路Ｖを背面側において閉塞しな
いように取付けられているので、通気路Ｖが確保されて放熱が行われ、放熱性が阻害され
ることを軽減できる。
【００３５】
　以上のように本実施形態によれば、放熱性を向上することができ、発光素子の温度上昇
を効果的に抑制することができ、また、器具本体１の大形化を抑制できる照明器具を提供
することが可能となる。
【００３６】
　なお、器具本体１の変形例について図９を参照して説明する。上記器具本体１と同様に
、放熱フィン１３は、複数の支柱１２における隣接する壁面１２ａ側から外周方向へ向か
って延出している。
【００３７】



(6) JP 5729600 B2 2015.6.3

10

20

30

　しかしながら、放熱フィン１３は、支柱１２と一体的に形成されていない。すなわち、
放熱フィン１３は、支柱１２における壁面１２ａと若干離間して形成されている。
【００３８】
　この場合にも器具本体１の全周にわたって各放熱フィン１３間において通気路Ｖが確保
され、また、ベース部１１の中央部においても、通気路Ｖが確保されるので、対流が作用
し、放熱効果を高めることができる。
【００３９】
　次に、本発明の第２の実施形態に係る照明器具について図１０を参照して説明する。な
お、第１の実施形態と同一又は相当部分には同一符号を付し、重複した説明は省略する。
【００４０】
　本実施形態においては、第１の実施形態のダウンライトと異なるタイプのダウンライト
を示している。放熱部材である器具本体１の構成は、第１の実施形態と同様である。
【００４１】
　主な相違点は、第１の実施形態では、取付支持手段としての取付けばね５が配光部材３
の開口側外周部に取付けられているが、本実施形態では、取付けばね５が支柱１２の外周
側に形成された取付面１４に取付けられるようになっている点である。
【００４２】
　このような構成によれば、第１の実施形態の奏する効果に加え、重量のある器具本体１
を取付けばね５によって直接的に支えるようになるため、重量バランスが良好となり、ダ
ウンライトの設置にあたって施工作業性が向上するという効果が期待できる。
　なお、本発明は、上記実施形態の構成に限定されることなく、発明の要旨を逸脱しない
範囲で種々の変形が可能である。
【符号の説明】
【００４３】
１・・・放熱部材（器具本体）、２・・・光源部、
３・・・配光部材、４・・・カバー部材、
５・・・取付支持手段（取付けばね）、６・・・取付部材、
１１・・・ベース部、１２・・・支柱、
１２ａ・・・壁面、１３・・・放熱フィン、
１４・・・取付面、６１・・・端子台、
Ｖ・・・通気路
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【図３】 【図４】
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【図７】 【図８】
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